






います。 

谷津田の保全には、水田として利用することが最も望ましい方法と考えます。しか

し、手間のかかる谷津田の耕作では、食料米では採算がとれず、また減反政策によっ

て田んぼが耕作放棄されているのが現状です。ところが、谷津田に向いている米があ

ります。それは「酒米（酒造米）」です。良い酒米を作るには草丈を押さえて、蛋白

や脂質の少ない大粒の米を作る必要があります。そのため肥料をかなり減らして栽培

するので、水源地の保全の上好ましいものになります。谷津田の、水温が低い、肥料

の効きが良くない、といった悪条件も、かえって酒米の栽培には有利です。また酒米

は加工米なので食用米を対象とした減反の方針に反しない耕作ができます。 

この場所では、休耕により荒れた谷津田を再生して、伝統的な農業を模した周年管

理を実施し水源地の保全を行っています。水田や周囲の畑、山林を、日本電気(株)（Ｎ

ＥＣ）社員の環境意識啓発事業の活動フ

ィールドとして使用して、ＮＥＣは農地

の管理経費を負担します。水田の復元に

あたっては、当初の基盤造成には助成金

事業も充て、農地として使用するための

工事や修繕などの経費はＮＥＣの負担

となっています。 

 耕作権をもつ農家による管理のもと、

田植え、草取り、稲刈り、脱穀、冬の管

理作業、畑作など通年の農作業を体験し

ます。収穫した米や大豆を利用して日本酒や味噌作りを行い、そのほか自然観察、竹

細工や伝統行事体験などを組み合わせた年間プログラムを、アサザ基金が運営してい

ます。参加を希望する社員の皆さんとその家族は、交通費など自己負担で参加してい

ます。 

プログラムでは農業体験の中から、自然環境への配慮や食の安全など、環境意識の

向上を図ることを目的としています。2004年度はのべ約650人、2005年度はの

べ約1000人の社員とその家族が参加しました。 

 米などの栽培に当たっては、生態系と水質への負荷がないよう、また食の安全を求

めて、農薬は全く使わず、2年目までは肥料も用いません。3年目以降は、堆肥など

の有機肥料や湖の外来魚粉を用いる予定ですが、地域外から肥料資材を持ち込まない

ようにして水質への負荷は最低限に押さえます。 

 ＮＥＣ側事務局は、社内ウエッブなどを利用して状況や成果を配信して、参加して

いない社員にも情報共有がはかれるようになっています。都会では体験できない自然

の中での活動の中で、業務ではまず会うこともない異なる職場の社員同士が力を合わ

せ、あるいは家族の絆を深めており、参加した社員や家族の皆さんの環境意識が少し

ずつ変わっているそうです。「田んぼ」「酒造り」といった興味に引かれて参加した人



たちも、「興味や楽しみ」から、水源地保全

という「事業の趣旨への理解」が深まってい

ます。時間をかけて育てる米作り体験から、

製品そのものだけでなく、製品の背景にある

プロセスに関心を払うようになったそうで

す。また、気象観測機器や流域管理システム

の開発など、新技術の実地実験の場として、

「本業」のためにも使われています。 

 再生された田んぼは、ＮＥＣ社員の利用だ

けでなく、近隣住民の散歩や子どもたちの遊び場、近くの小学校の野外観察（水源地

の機能や生物移動の学習）など、地域でも様々に利用されています。周囲の山林の管

理は、公募ボランティアによる「一日きこり」によって行なわれています。これには

希望によりＮＥＣ社員がボランティアで森林整備に参加しています。ＮＥＣ社員向け

の年間プログラムは、地主をはじめ、地域の方々から施設の使用への便宜や、技術的

指導、農機具の提供など様々な支援をいただいており、まだ一部分ではありますが、

今は廃れてしまったかつての手作業による農法など地域の文化を再現することがで

きました。 

 新しい試みとして、企業が米を買い上げる形で、田の水田に無農薬、非化学肥料の

米栽培も始まりました。まだ小面積ですが、すでに鉾田市内で行われています。 

これらの取組みにより、環境パートナーシップ賞（2005年6月）、三重県環境経

営大賞環境連携賞（2006年 6月）を受賞しました。 

 

＜市町村との協働事業＞ 

（1） 牛久市との取組み～人と河童が出会うまちづくり～ 

 現代社会は人と人、人と自然、自然と自然のネットワークが分断された結果、様々

な社会問題が起きています。わたしたちは環境問題もそのひとつとして捉えています。

現代のまちづくりには、これらの結びなおしが求められており、その結びなおしに総

合学習が大きな役割を果たします。 

 牛久市は、牛久沼水系の谷津頭と霞ヶ浦水系（小野川）の谷津頭が台地に接し、二

つの水系による「水の道で覆われたまち」です。谷津の入口には必ず古い集落があり、

人々は水源地である谷津田を基盤に地域づくりを行ってきました。 

 アサザ基金は牛久市内全小中学校を対象に「人と河童が出会うまちづくり」を提案

し、2004 年 4 月から牛久市教育委員会と協働で年間を通じて長期・短期・単発の

総合学習プランを提供し、様々な立場から地域を見直すことで地域の可能性を再発見

し、人と人、人と地域のネットワークを結びなおす取組みを進めてきました。子供達

の学習意欲や感性を原動力に地域を結び付けてゆくその過程で、福祉・治安・防災と

いったコミュニティ本来の機能が再生し、自立したコミュニティが築かれてゆくこと



を目指します。環境保全の仕組みを自己完結した形ではなく、まちづくりの中にしっ

かりと位置付けようという取組みです。 

 

○ 生きものの目で、まちづくりを考える 
ひとくちに地域コミュニティの活性化といってもいろいろな切り口がありますが、

アサザ基金では「地域特性を活かした、生きも

のと共に暮らせる」まちづくりという切り口で

行っています。最初に行ったのは 2003 年度

の潮来市立延方小学校においてです。学区内の

前川から学校まで続く生きものの道が、市が計

画する道路によって分断されることに気づい

た子ども達は、生きものの道と共存できる道路

作りを考えました。 

人間の視点でまちを見ても、なかなかまちの

可能性に気づくことができませんが、生きもの

(他者)の視点を持つことによって、まちの可能

性が見えてきます。子ども達がまちの良いとこ

ろを見つけて、もっと良くしようと提案すると

き、それに協力しない大人はいないのではない

でしょうか。学校での総合的な学習を地域で支援することで、まちづくりに子ども達

の新鮮な感性を吹き込み、地域コミュニティを活性化することを意図した学習プログ

ラムです。 

 

○ ～地域特性～ 

生きものと共生するまちづくりをするためには、まず地域が本来持つ自然特性に着

目します。 

牛久市は霞ヶ浦水系の谷津田と牛久沼水系の谷津田が出会うまちです。明治時代の

地図を見ると、谷津田が縦横無尽に張りめぐらされています。小野川(霞ヶ浦)水系の

谷津頭と、牛久沼水系の谷津頭の間の距離は 500ｍもありません。また、谷津田は

水源の基本単位であると同時に、地域生態系の基本単位であり、集落(地域コミュニ

ティ)の基本単位でもあります。今でも、学校や公民館などの公共施設は大きな谷津

田に面した高台に設置されています。 

地域特性を活かしたまちづくりを行おうとすれば、冒頭に述べたような霞ヶ浦の課

題にも直面します。牛久市も例外ではありません。市内に縦横無尽に存在していた谷

津田のネットワークも、今では、宅地造成による湧水量の減少や、休耕田の増加、埋

め立て等によって途切れ途切れになっています。 

 



○ ～河童と一緒に考えよう！ 他者の視点で気づき・課題発見～ 

 そんな谷津田をどう活かしていったらよいの

でしょう。谷津田だけではありません。まちの可

能性はどう見つけたらよいのでしょう。 

それは、牛久の原風景のシンボル、河童に聞け

ばわかります。河童は網目のように張りめぐらさ

れた谷津田を道として使って、霞ヶ浦から牛久沼

まで歩き回っていたのです。また、河童はさみし

がり屋ではずかしがり屋なので、さまざまな生き

もののシンボルでもあります。たくさんの生きものがいないと河童は現れないのです。 

まちの可能性を見つけるために、河童とお話できるようになって、河童の視点を身

に付けます。そして、まちを河童の視点でチェックしてゆきます。河童から見るとど

んな風にまちは見えるのでしょうか。河童の道の条件は、移動能力が低く、絶滅が心

配されているカエルの道の条件に似ています。皮膚から水を吸うので、乾いたところ

は苦手。日陰や水辺、森や草原が大好き。子ども達は、昔の地図で調べたり、生きも

のがたくさん通るところ見かけたところを地図につけたりして、河童の道の当てを付

けます。 

そして河童と暮らしていたことのあるおじいち

ゃんおばあちゃんに、昔の谷津田の様子、まちの様

子を聞いてみます。昨年度の聞き取り調査では、小

野川沿いの谷津田にウナギが上がってきていたこ

とがわかりました。ウナギがその辺で取れるなんて

子ども達はびっくりです。本当にこの谷津田は霞ヶ

浦へ、そして海へつながる生きものの道だったんだ

なぁと実感します。そしておじいちゃんおばあちゃ

んの生活の中に河童（＝たくさんの生きもの）がい

ることに驚きます。おじいちゃんおばあちゃんはどうやって河童と一緒に暮らしていた

んだろう？ 

 

○ ～河童の道を作ろう！ 課題解決のための行動・提案～ 

河童(さまざまな生きもの)の道を保全し再生させることが、自然と共存するまち(社

会)を作るカギです。河童(他者)の視点でまちを見ていると、いろいろな発見がありま

す。そして、河童の道をつなげるためのアイデアが出てきます。子ども達の発想や創

造力には驚かされるばかりです。でも忘れてはいけないことは「河童のまち」をつく

るのではなく、「人と河童が共に暮らせるまち」をつくること。河童の願いと、人間

の願いを両方考えます。そしてその両方をかなえるような案を二つ考えます。一つは

長期的な目標、たくさんの人と話し合わないと実現しない、もしかするとお金も時間



もかかるかもしれないけど、必ず達成したい目標

です。もう一つは短期的な目標、長期的な目標に

つながるもので、今すぐにでも取り掛かれそうな

ことです。 

現在、取組みも 2 年目となり、子ども達の提

案もとても現実的なものになってきました。ある

学校では、子供たちが具体的な谷津田再生プラン

を作り、市に働きかけを行い公共事業化を実現し、

自ら設計や測量、地元説明会等の手続きを行い工事に入ろうとしています。子ども達

の豊かな感性を生かしたまちづくり（子どもと大人の協働）の実現です。 

 

○ ～地域支援体制 地域ぐるみで子ども達を育てる！～   

 この子ども達の取組みを支えているのは、まちづくり実行委員会です。市の教育委

員会や、市の各課、学校の先生とNPOや、

研究者で組織されており、子ども達の総合

学習の場を中心に緩やかな連携をとって

います。学校間でプログラムがシェアされ

たり、経験を生かしたりと、稀に見る体制

が実現しています。この体制を実際のまち

づくりに活かしていければと考えていま

す。 

わたしたちは総合学習を、子どもと大人

の協働が創る新たな学習の場と捉えてい

ます。子どもの感性（全体認識など）と大人の知性（分析評価など）が協働すること

で新しい社会を創ることができると考えるからです。このように、子どもたちの総合

学習の成果を活かしたまちづくりに向けた取組みは潮来市などの他の市町村でも始

まっています。 

 

（2）潮来市～稲荷山「歌枕の森」構想～ 

 潮来が水郷の町として栄えていた頃、その文化の中心地として多くの歌人が訪れた

稲荷山が荒廃しています。稲荷山の水源林の一部である八反田の谷津田の保全を通し

て水郷潮来の再生計画を、近くの小学校の総合学習を軸に地元の長勝寺の住職さんや

住民の皆さんとともに進めています。 

 

（3）鹿島市～トキやコウノトリの住む鹿島神宮の森100年構想～ 

 昔、鹿島神宮の森とその周辺の谷津田はひとつながりの大きな緑の神域でした。近

年の市街化により森はすっかり荒れ果て、分断されてしまいました。鹿島神宮の森と



その周辺の谷津田や水辺の保全が望まれています。アサザ基金は「トキやコウノトリ

が、鹿島神宮の森で巣作りし、周辺の緑地や谷津田でエサがとれる」ことを目標に、

近くの小学校の総合学習を軸に地元の方々と実施計画を進めています。 

 

＜森と湖と農と人を結ぶ環境パートナーシップ・プロジェクト＞ 

     ～外来魚駆除と有機農業の連携による水質浄化システムの事業化～ 

霞ヶ浦では外来種対策が重要な課題となっています。アサザ基金は 2004 年 10

月に霞ヶ浦流域の「農事法人ギルド」「NPO法人エコタウンほこた」と環境パートナ

ーシップ協定書を締結し、外来魚駆除と有機農業の連携による水質改善事業を開始し

ました。具体的には、水揚げされた外来魚を業者から買い上げ、この外来魚を魚粉に

して有機農業に活用し、有機農産物の流通を図り、それを消費者が購入する仕組みで

す。これにより、富栄養化の原因になっているリン、窒素を効率よく湖から除去して

水質汚濁や外来魚増加という困難な問題を、NPO 独自の発想を生かした現実的な提

案とモデル事業の具体化によって、補助金などの公的な支出に頼らずに解決へ導く糸

口になると考えています。 

きたうら広域漁業協同組合とかすみがうら魚連の協力により、2005年度の 1年

間で９６ｔの水揚げを実施、多種類の外来魚・未利用魚を捕獲することができました。 

水揚げされた魚体は、２６．９ｔを堆肥用途として直接ユーザー：（有）ギルドの

契約した堆肥場に運搬しました。残りの魚体は茨城県・波崎町の有限会社古河鶴商店、

千葉県・成田市の中央飼料株式会社で魚粉化、６９．４ｔの魚粉が得られ、環境パー

トナーシップ賛同者に配布されました。 

分析は茨城県・つくば市の環境研究センターに依頼し、水銀、カドミウム、鉛、砒

素はいずれも基準値以下で、安全面で問題がないことを確認できました。 

 2006年２月、ＪＡやさと出荷のキュウリが川崎市スーパークリシマサンモール店

で、（有）ギルドの鶏卵が有機野菜販売のビオ・マルシェ浦和仲町店店頭にて販売さ

れました。 

それぞれ「湖が喜ぶきゅうり」、「湖が喜ぶたまご」のブランド名をつけ専用イラスト

も用意しました。（図）また、11月には「湖が喜ぶきゅうり」の販売がつくば市、牛

久市、土浦市のスーパーカスミで始まりました。 

 

 食は「人に良い」と書きます。消費者は、食べるという玄関から、湖に思いを馳せ、

漁業・農業を感じ、環境和全型の暮らしに移行を始めることができるのです。この事

業をさらに流域の学校の食育につなげていく計画です。 
 
 
 
 



 

 
（霞ヶ浦河川事務所HPより） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 この魚粉事業の取組みは、2006年ソーシャル・エコビジネス・アワードにおいて

「三菱東京UFJ銀行賞」を受賞しました。 

 

＜衛星画像を活用した総合学習プログラムによる霞ヶ浦流域管理システムの構築＞        

～宇宙から流域を見つめよう！～ 

 水質汚濁が問題化している霞ヶ浦を考える際、流入負荷（マイナス要因）に目がい

きがちですが、湖の環境を支える流域全体の水源地の水田（プラス要因）としての機

能の健全度については、忘れられがちです。 

 大河川の流入が見られない霞ヶ浦を支える「水源」は、流域に無数に存在する「谷

津田」です。にもかかわらず、その「谷津田」では、近年、耕作放棄が目立ち、水質

保全や治水に対する悪影響が懸念されています。ところが、「谷津田」の一つ一つを

抽出し、水源地としての「質（水循環の健全性や連続性）」とその変化を把握するこ

とは困難です。それには、流域の全体像を人々に示し、水源地（水田やため池、森林）

 

   



保全への理解を深め、霞ヶ浦の水質保全に向けた行動を促すことが必要です。人々の

とる行動の一つ一つが、未だ構築されていない流

域管理システム（「水源」の全体像を把握するシ

ステム）の具体化につながると考えます。 

 アサザ基金は（財）リモート・センシング技術

センター、牛久市教育委員会と協働で流域全体を

面として捉え、マイナス要因（流入負荷）の削減

でなく、プラス要因（水源地の質）を保全・再生

してゆく手法の開発を行っています。牛久市内の

谷津田をモデル地区として、生態系現況調査と連

携させた学習プログラムを実施していますが、今

後流域全体に広げる計画です。現在は衛星画像か

ら湧水のある谷津田の地点を抽出し、小中学生が

実際に現地を調べて、データ（アカガエルの産卵

など）を集める作業を行っています。地域コミュニティの機能を生かした新しい衛星

利用の可能性を提案しています。 

  

＜アジア発の自然保護・環境保全戦略＞ 

 アサザプロジェクトをモデルにした取組みは、秋田県の八郎湖や滋賀県の琵琶湖な

どの全国各地で始まっています。とくに、秋田県地域振興局のアサザプロジェクトを

モデルにした八郎湖再生事業は3年目を迎え、流域全体に大きく事業を展開していま

す。また、海外からの視察も多く、地域コミュニティを活かした日本的自然観に根ざ

したアジア発の自然保護・環境保全モデルとして関心を集めています。わたしたちは

欧米型の自然保護戦略とは異なるアジア的発想に基づく独自の取組みをとおして、自

然保護と地域活性化を同時に実現しようとしています。 

 

10. わたらせ未来プロジェクト 

 ２０００年からは、霞ヶ浦とならぶ関東の２大湿地「渡

良瀬遊水池」（渡良瀬湿地帯）を再生する「わたらせ未来プ

ロジェクト」が始まり、２つの湿地の連携によってコウノ

トリやトキの野生復帰を将来実現するための計画も進めら

れています。 

 わたらせ未来プロジェクトでは、遊水池のヨシを上流の

足尾山地の森林再生事業に活用する提案を行っています。

ここでも、上流の公共事業（森林再生・治山）と下流の地

場産業（ヨシズ業）とを連携させて、上下流を一体化した

環境再生事業を行い、同時に地域の活性化の実現を目指し



ています。 

 渡良瀬湿地帯には国内最大級のヨシ原があり、そこには絶滅に瀕した生物が数多く

生息しています。このヨシ原を維持管理してきたのは地場産業のヨシズ業でした。し

かし、近年は輸入ヨシズに押されヨシズ業が衰退しているため、ヨシ原の存続が難し

くなっています。 

 そこで、渡良瀬湿地帯のヨシを上流の足尾の森林再生事業に活用することで、ヨシ

の新たな需要を生み出し、地場産業の振興をはかること

で、広大なヨシ原の保全を行うという提案をしました。

まず、この取組みは小学校の学習の一環として始まりま

した。また、林野庁と共同の実験も始まっています。か

つて、足尾鉱毒事件によって森林が荒廃し足尾の山から

大量の栄養分が流出しました。そして、その多くが洪水

と共に渡良瀬遊水池（渡良瀬湿地帯）へと流れ込みまし

た。今はその栄養分を環境再生事業によって、ヨシとい

う形で再び足尾に戻す取組みが動き出しています。ヨシ

は足尾での森林再生事業で、土壌流出防止や堆肥として活用する予定です。 

 

11．持続可能な社会をつくる１００年計画 

 ２０世紀は人間が力ずくで自然や社会を

コントロールしようとして、多くの自然破

壊や公害、そして戦争や紛争を引き起こし

た時代でした。アサザプロジェクトでは湖

の自然を取り戻すのも、社会を変革するの

も、力ずくではありません。それは社会に

緩やかではありますが深い変革をもたらす

取組みです。その戦略は地域に根ざした既

存の社会システムに環境保全機能を組み込

み面として広がる取組みをつくり、同時に

それぞれの組織に全体との結び付きを意識

させることでその質的転換を促します。ま

た、環境保全の視点から既存のシステムの

中に新しい価値を見出し、その価値を環境

保全を軸につくる新しい関係性（ネットワ

ーク）の中で社会に根付かせます。それに

より、社会はその地域の自然をモチーフに

再構築されることになります。 

 したがって、自然との共存は、地域の「生



物多様性の保全」と「健全な生態系の維持」を支える構造（構成要素や関係性）を明

らかにする研究と、その構造を社会というカンバスに社会的要素をもって再構成する

という、保全生態学の理論構築と社会システムの再構築を双方向的な思考で進める、

創造的な取組みであると考えます。 

 自然保護や環境保全も、規制や制限を求めるだけでは、人々に主体的な行動を喚起

することは難しいと思います。だから、わたしは自然保護や環境保全は本来創造的な

取組みであると考えています。それらの取組みは、新しい文化や社会、技術、価値、

さらには「人間の生き方」を生み出すものでなければ、個人を核にした（多様な価値

観に基づく）現代社会には浸透していかないからです。アサザプロジェクトはそのよ

うな創造的な取組みとして提案しました。 

 さらに重要なことは、１００年後の破滅的シナリオを回避するためには、１００年

後の再生のシナリオが必要だと言うことです。人々が主体的に行動するためには、「破

滅しないという目標」よりも、「再生するという目標」が必要だと考えるからです。 

 そのためには、環境が再生され持続可能な社会が構築されていく過程を、具体的に

イメージできる形（野生生物の復帰）で人々に示していく必要があります。もちろん、

これは単なる夢や希望ではない。科学的で政策的な裏付けが必要です。 

 アサザプロジェクトは１００年間の長期計画です。１０年ごとの達成目標を具体的

な野生生物に設定しています。それぞれの生物は湖と流域に再生する環境要素とその

ために必要な施策を総合化するものとして示しました。１０年後にオオヨシキリ、２

０年後にカッコウやオオハクチョウ、３０年後にオオヒシクイ、４０年後にコウノト

リ、５０年後にツル、そして、１００年後の目標は、トキです。日本の近代化１００

年の中で滅ぼしたトキを、次の１００年で復活させる計画です。１００年前の足尾鉱

毒事件、その後の水俣病などの公害事件と人々が必死になって闘い守ろうとしたもの

を、そして取り返そうとしたものを、トキの舞う風景の中で形にしていきたいと思い

ます。 
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